
再構築事業実施スキーム
（計画期間：令和８年４月～令和１８年３月）

運 行

車両保有

土地・鉄道施設保有

維持管理

■輸送人員：1,958千人/年（R17年度見込み）
（計画未実施の場合：1,623千人/年）

■当期純利益（R17年度見込み）
△657百万円

（計画未実施の場合：△741百万円）

効 果

具体的施策と効果

■住民、来訪者の移動手段の確保
◇駅等の交通・観光情報の多言語化
◇パークアンドライドの推進、利用者ニーズに応じた
ダイヤの見直しや乗り継ぎ方法の案内強化等

■安全・安心な輸送サービスの提供

［事業費合計：170.3億円］

◇鉄道施設の計画的な整備、更新
◇駅舎、ホームの整備による駅利用環境の改善

■地域社会全体の価値向上及び利便性向上
◇駅を拠点としたバス交通ネットワークの形成
◇駅周辺への居住・都市機能誘導等鉄道沿線のま
ちづくり推進
◇企画乗車券、キャッシュレスサービスの導入検討
◇SNS等を活用した情報発信の強化
◇車内への防犯カメラ設置

阿武隈急行の鉄道事業再構築事業の概要

阿武隈急行（株）
《第一種鉄道事業者》

具体的な施策

◇の一部については、社会資本整備総合交付金を活用予定

国

安定的な経営の
ための支援

（経常損失額を支援）

福島県、宮城県
沿線３市２町

（福島市、伊達市、角田市、柴田町、丸森町）

鉄道施設・車両の
維持修繕費

鉄道施設・車両の
整備費


